
(10)基盤環境（下代瀬採餌場産卵場環境） 

(10-1)採餌場環境 

1) 調査目的 

ダム撤去工事に伴う土砂の流下が、下流のアユの採餌場に対する影響を把握することを目的とする。ま

た、ダム上流で新たに形成されることが予測されるアユの採餌場の比較参照データの取得にもなる。 

2) 調査項目 

アユ採餌場環境の良好さを把握する項目の一つとして、付着藻類の一次生産力がある。その測定方法に

は、室内試験で同位体炭素を測定するもの等があるが、本調査では野外で簡便に測定できるものとして、

水中の「溶存酸素量」を測定項目とすることにした。溶存酸素量は、光合成の結果、付着藻類から水中に

排出されるものであり、同時に呼吸により消費される酸素量を考慮することで、付着藻類の一次生産力を

間接的に把握できる。 

3) 調査方法 

明暗ビン法による調査を実施する。すなわち、礫上の付着藻類を日光の当たる採水ビン(明ビン)及び日

光の当たらない採水ビン(暗ビン)の中に封じ込め、一定時間放置後に、明暗ビン中の酸素量の収支から間

接的に光合成量を算定するというものである。 

詳細な調査手順を以下に示す。 

①光合成が盛んに行われていると考えられる晴天時の 10 時～17時まで調査を行う。 

②4つの調査地点について、各 6箇の石礫（表面が平らで 20cm×20cm 程度の石礫。明ビン用に 3個、暗

ビン用に 3個）を採取し、サンプルとする。 

③各石礫について 5cm×5cm の付着物を残し、他の付着物はブラシで擦り取る。付着物の合計表面積は

75cm2 となる。 

④日光が透過する容器（50cm×35cm×30cm 程度）

を 2つ用意し、そのうち一つの容器は、光を透

過しないカバーで覆う（註：遮光率 99.99％以

上の第 1級遮光カーテンを用いた）。次に、各容

器にサンプルを 3箇ずつ、また近傍の河川水を

注ぎ入れる。河川水の体積を計測しておく。 

⑤1時間程度、静置し、安定的な状況に達するま

で待つ。ビンとビン外の環境条件(特に水温)が

同じになるように、明ビンと暗ビンを河川に付

ける。河川の水位変動により冠水しないように、

ビンの底から 10cm ほど河川水に浸した状態に

した。  

⑥10 時～17 時まで、１時間ごとに、濃度が一様になるように容器全体を撹拌した後（註：60回程度）、

溶存酸素量を DO メーターで測定する。DO メーターは、上昇あるいは減少の継続が止まるまで待って数

字を読み取る。現場での判断により、3分間待ち数字を読み取った。なお、調査環境の検討を行うため

に、瀬付け場及び瀬付け場の上流の溶存酸素量と水温も測定した。 

⑦測定後に石礫上の付着物をブラシで擦り取り、クロロフィル量を分析した。 

⑧明ビンと暗ビンについて、その溶存酸素量の差分計算し、その時間帯の光合成量の指標とする。 

4) 調査時期・頻度 

年 2回（夏季、秋季）の調査を実施する。 

夏季は平成 27年 7 月 31 日に実施した（現在、調査結果の整理・検討中である）。 

5) 調査地点 

既往調査においてアユの‘はみ跡’が広い区域にわたって確認されている下代瀬の左岸 15/400～15/500

を調査箇所として選定した。ただし、下代瀬の下流は、産卵場と採餌場の両方が存在するため、「重点的

な調査域」とし、調査地を密に設定することにした。したがって、重点的な調査区域で 2地点、それ以外

で 2地点の計 4地点で調査を実施した。 

重点的な 

調査区域 

【凡例】 

●：重点的な調査区域の調査地点 

○：非重点的な調査区域の調査地点 

● 
● 

○ 

○ 
St.1 

St.2  

St.3 

St.4 

出典：国土交通省八代河川国道事務所（平成 23年 12 月撮影） 
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(10-2)産卵場環境 

1) 調査目的 

ダム撤去工事に伴う土砂の流下が、下流のアユの産卵場に対する影響を把握することを目的とする。ま

た、ダム上流で新たに形成されることが予測されるアユの産卵場の比較参照データの取得にもなる。 

2) 調査項目 

次の 2つを調査項目とした。①浮き石の状態、②溶存酸素量。 

アユの産卵場は｢浮き石｣の状態で、河床の表層には径 1～2cm 程度の砂礫が存在する。したがって、河

床が固く締まった状態は望ましいものではないため、「浮き石の状態」、すなわち河床の締まり具合を調査

項目とする。また、卵の孵化や稚仔魚の成長には十分な酸素が必要なため、水中の「溶存酸素量」も調査

項目とした。 

3) 調査方法 

浮き石の状態調査は、シノを用いた貫入度測定により行った。調査方法は、以下に示す『アユの産卵場

づくりの手引き』(平成 5年 3月、全国内水面漁業協同組合連合会)に準拠して行う。 

「1cm間隔で目盛りを付けた土木工事用の鋼製のシノを、測定対象地点の河床に体重をかけて突き刺し、

その潜った深さを貫入度とする。測定対象地点に大きな石がある場合には、その石を避けて調査する。ま

た、シノを河床に突き刺す際には、シノが河床に対して垂直になるよう注意する。」 

溶存酸素量調査は、多項目水質計による現地測定を行った。なお、陸上部については、中州内の土砂を

70cm 程度掘り下げた後、濁っている状態の水を測定した。 

4) 調査時期・頻度 

年 2回（夏季、秋季）の調査を実施する。 

夏季は平成 27年 7 月 31 日に実施した（現在、調査結果の整理・検討中である）。 

5) 調査地点 

中州を 70cm掘り下げ、濁水状態の水の溶存酸素濃度を計測 

重点的な 

調査区域 

【凡例】 

●：重点的な調査区域の調査地点 

○：非重点的な調査区域の調査地点 
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出典：国土交通省八代河川国道事務所（平成 23 年 12 月撮影） 

出典：国土交通省八代河川国道事務所（平成 23 年 12 月撮影） 

重点的な 

調査区域 

【凡例】 

●：重点的な調査区域の調査地点 

○：非重点的な調査区域の調査地点 
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下代瀬におけるアユの産卵場調査（浮き石の状態調査）の調査地点

下代瀬におけるアユの産卵場調査（溶存酸素量調査）の調査地点
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